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成果

改質リグニンの開発
リグニンは陸上植物を固くしっかりした構造にする役割を

持つ成分で、地上2番目に多い有機化合物といわれています。
石油化学製品の代替素材としても有望視されてきましたが、
植物の種類により性質が異なり、バラツキも大きく、変質も
しやすいので、高性能な工業材料化は困難とされていました。
私達は、リグニンの有効利用の方法を模索する中で、次の2
つの観点から技術を見直し、新しい素材の開発に成功しました。

一つはリグニン源の絞り込みです。この点においては、日
本の山林には大きなアドバンテージがありました。リグニン
源として適していたのは「スギ」だったのです。スギは日本
の林業を代表する造林木で、一属一種の日本固有の針葉樹で
す。幸いなことにスギのリグニンは均一で、他の樹木に比べ
て構造のバラツキが少なく、性質の安定したリグニン源とし
て適していました。

もう一つは、工業材料用素材として求められる加工性を担
保した取り出し方です。それには、ポリエチレングリコー
ル（PEG）という安全で生分解性を持つ薬剤を用いることで
達成できました。スギの木粉をPEGに浸漬して少量の酸と共
に加熱することで、リグニン部分を分解すると同時にPEGと
結合して、改質する新技術を開発しました。生産物は、PEG
で改質されたリグニン分解物であるので、PEG改質リグニン

（改質リグニン）、もしくはグリコールリグニン（GL）と呼
ばれています。改質リグニンの製造技術においては、一度に
50kgの木粉を仕込むレベルのベンチプラントまでスケールアッ
プしたシステム開発と効率化の検討を行いました（図1）。改
質リグニンの生産は、端材（おがこ、鉋屑）など未利用物を

用いることを想定しており、既存の木材産業への追加のビジ
ネス展開が可能で、中山間地域の活性化への貢献が期待され
ています。

改質リグニンの製品展開
改質リグニンは、天然由来の芳香族系高分子でありながら、

結合したPEGの作用で製品化する際の加工性に優れており、
工業材料化において使いやすい素材となっています。芳香族
系高分子の特徴である、高強度や高耐熱性などの特徴を生か
して様々な高機能材料が試作できました（図2）。炭素繊維な
どの繊維強化材（FRP）を製造する際に繊維を固めるための
樹脂（マトリックス樹脂）として利用すると、高強度な炭素
繊維強化材料（CFRP）やガラス繊維強化材（GFRP）が製造
できることで注目されています。GFRPの応用としては、世
界で初めて自動車用の外装材にリグニン系材料を導入した試
験車を製造し実装試験を進めています（図2④）。また、ハイ
レゾスピーカーのウーファーの素材として採用され、商品化
も達成されました（図2⑤）。改質リグニンは高性能でありな
がら、環境中で分解するため、流出しても海洋プラスチック
汚染問題を生じない地球の炭素循環に適合するエコ素材で、
脱炭素社会・ゼロエミッションの達成に貢献することができ
ます。
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①加溶媒分解リアクター（木材中のリグニンは分解すると同時にPEGと結合して改質される）、②フィルタープレス（副
産パルプを分離）、③酸沈殿工程（酸性化することで分離）、④濾過もしくは遠心分離による固液分離、⑤薬液リサイク
ル（水を除去してPEGを再生）

図１ 改質リグニン製造ベンチプラントの工程
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改質リグニンを用いた製品開発例

森林由来の新素材「改質リグニン」の製造プロセスを開発

改質リグニン製造ベンチプラント
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